生活衛生豆知識№61

1999年のHACCPに関しての話
　

1998年1月に初めての総合衛生管理製造過程（HACCP）が承認されましたが、その翌年1999年に私が経験したHACCPに関しての3件の思い出と、時代背景を述べます。当時の食品業界のHACCPに関しての考え方、時代背景を少しでも理解していただければと思います。

１．HACCPの承認を受けた中堅の食肉製品製造業（上場企業）

　　「なぜ導入を考えたか」との問いに対して、品質保証責任者の答え

　　①社会（量販店、消費者）への衛生管理のアピール

　　②安全で衛生的な食品の提供――製造物責任法対策

　　③食品事故等に対する危害管理による事故の未然防止

　　④従業員の共通認識による衛生管理の明確化（経験から検証、文書での記録）

　　⑤従業員の衛生意識の向上――自主管理の徹底が図れる

　　⑥業界と同一歩調が取れる（ＪＡＳ認定工場）

　　話を聞いていて、一番の目的は「他企業に遅れてはいけない」という考えで、上記の⑥だったと思われました。（順は変えていません。本来ならば③④が上位にくると思うのですが。）

２．食品衛生監視員の自主的な研修会

東海地方の参加者から「HACCPの承認を受けた企業の品質保証担当者数人が、承認後、半年経ったら辞めてしまった。そのため大変な状態になった。どうもＡ社からHACCPの承認を受けるために派遣されていたものと思われた。」

そのような人材を派遣する業者（もちろん、当時も相談にのるコンサルタント業者はあった）もあるのかと、激しい議論が続きました。承認を受けた企業は「業界と同一歩調を取るため」と思われました。保健所と厚生省との二重行政という話も出ました。

３．小規模な乳処理業・乳製品製造業

　　社長「HACCPの承認を受けなければ学校給食に納入できなくなり、わが社は倒産してしまう。そのためにどうしてもHACCPの承認を受けたい」

保健所「現在の構造設備、人員では無理と考えられる」

（当時は文部省に、一定期間内にHACCPの承認を受けなければ、牛乳などを学校給食への納入はできないとの考えがありました。）

　　10年以上経った現在でも、学校給食への納入は続いていると思います。構造設備の大きな変更が無いと思いますが、地産地消という考えだと思います。

時代背景

　1996年に堺市学校給食が代表される全国各地でのＯ157の集団食中毒発生、1997年に製造年月日から期限表示への本格施行、1998年にHACCPの初めての承認、2000年に雪印乳業（HACCP承認施設）大型食中毒事件発生、この事件に伴って全国的な食品回収事例（こんなことでも回収するのかと思った商品がありました）が発生し、食品衛生にとって激動の時期が始まりました。

というわけで、1999年は静かな年で、「なぜHACCPは必要なのか」の話し合いが続いていました。2000年になって雪印乳業事件の発生、食品回収の多発で、HACCPの必要性が社会的に再認識されたと考えられます。
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